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県オリジナル花き新品種の開発（花き部）

生産者や流通関係者から、冬期にも楽しめる切花や草花品

種の育成が期待されていたことから、冬季に出荷が可能な切

花用フランネルフラワーを１品種、花壇や寄せ植えで人気の

あるカレンジュラを3品種、開発しました。

＜新品種の特徴＞
○フランネルフラワー：「ぽてこ」

幅広の花弁の大輪で、冬期の開花性が強く、既存品種で
は難しかった11月～2月の出荷が可能な切花用品種。

○カレンジュラ：「オレンジパンナコッタ」「レモン
パンナコッタ」「レモンスフレ」

既存品種は栄養繫殖性で整枝作業に労力がかかるとと
もに、計画生産が難しかったことから種子繫殖性に改良。
小ぶりな花をたくさん咲かせ、ボリューム感に優れる

とともに、四季咲き性で耐寒性が強く、品目が少ない
秋から翌年の春まで出荷が可能。

「レモンパンナコッタ」 「レモンスフレ」

「オレンジパンナコッタ」「ぽてこ」
曲線的な草姿になり易く、流れのあるアレンジに向きます やや小ぶりな一重咲きで、花色は鮮明なオレンジ色です

やや小ぶりな一重咲きで、花色はレモン色です 一重咲きで、花弁はレモン色、中心は赤柴色の花です

新品種の栽培研修会
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人 事 異 動 （令和４年４月１日付 ） よろしくお願いします。

令和３年度 農業技術センター研究成果発表会を開催！

当センターと岐阜大学応用生物科学部との共催で、令和3年度の試験

研究成果発表会を令和4年2月22日に開催しました。

本年度も新型コロナの感染防止対策のため、Zoomを利用したオンラ

イン配信での開催でしたが、JAなどの関係団体はじめ、県農業普及指

導員や岐阜大学の学生など、100名を超える参加を頂き改めて感謝申し

上げます。

関係機関と連携して迅速な成果の普及に努めるとともに、頂いたご

意見を参考にして、さらに研究開発や技術支援を進めてまいります。
【写真】センター発表会場

アグリビジネス創出フェアin東海 （作物部）

令和4年1月20～21日に農林水産省とNPO法人東海地域生物系先

端技術研究会が主催する（一部、東海４県の試験研究が連携してア

ウトリーチ活動するシンポジウムを実施）アグリビジネス創出フェ

アin東海が開催されました。当初は名古屋市内の会場で説明を行う

予定でしたが、新型コロナウイルスの拡大によりWEBのみの開催に

変更されました。

当センターからは、1日目のポスター展示において、米粉用水稲

新品種「こなゆきひめ」についての紹介を行いました。出展した展

示ポスターを紹介するWEBブースツアーにおいて、「こなゆきひめ

」の栽培特性から米粉としての加工適性や利用について説明を行い

ました。WEB開催のためわずかな紹介時間しかなく、しかも用意し

ていた「こなゆきひめ」の米粉パンの質感を体験していただけなか

ったことは非常に残念ではありますが、作物部では今後も「こなゆ

きひめ」の普及拡大に向け、安定生産技術の構築を目指して研究開

発を行っていく予定です。

転入者 新所属 旧所属 転出者 新所属 旧所属

野島 志信
川島 明
福田 富幸
野田 佳宏
前川 晴希
工藤 渓汰
浜崎 陽一
小林 拓之
野尻 修佑
島倉 知樹
那須 大輔
大熊 一輝

総務課長
総務課課長補佐兼係長
花き部専門研究員
作物部主任研究員
野菜部研究員
土壌化学部研究員
野菜部農業技手
果樹・農産物利用部農業技手

作物部農業技手
花き部農業技手
果樹・農産物利用部農業技手

野菜部農業技手

廃棄物対策課
大垣西高等学校
農産園芸課
飛騨農林事務所
中山間農業研究所

（新規採用）

(果樹・農産物利用部)
（花き部）
（病理昆虫部）
(果樹・農産物利用部)
（野菜部）
（作物部）

玉腰 博幸
松浦 香絵
吉田 健吾
古田 栞那

石榑 和成

岐阜農林事務所
畜産振興課
農産園芸課
中山間農業研究所中津川支所

（退職）

総務課課長補佐兼係長
土壌化学部専門研究員
作物部研究員

花き部研究員

総務課長


